
平成２２年４月１日現在

※耐震性が確認されていない建物を含む。

耐震診断済
2,574棟（89.0%)

耐震性あり

3,293棟（66.2%)

昭和57(1982)年以降の建物
　2,084棟（41.9％）

全体棟数
4,976棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
1,209棟(24.3％)

　耐震性がない※建物で
　未改修のもの

　1,365棟(27.4％)

　耐震診断未実施建物
318棟(6.4％)

平成２２（２０１０）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（幼稚園）

耐震性なし＋未診断

1,683棟（33.8%)

資料２

2,574棟(耐震診断実施棟数)

2,892棟(昭和56年以前の建物)
89.0% =※

　昭和56(1981)年以前の建物
　2,892棟（58.1％）



平成２２年４月１日現在

※耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　73,217棟（58.9％）

耐震性なし＋未診断

33,134棟（26.7%)

耐震診断済
71,748棟（98.0%)

耐震性あり

91,104棟（73.3%)

昭和57(1982)年以降の建物
　51,021棟（41.1％）

全体棟数
124,238棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
40,083棟(32.2％)

　耐震性がない※建物で
　未改修のもの

　31,665棟(25.5％)

資料２平成２２（２０１０）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（小中学校）

　耐震診断未実施建物
1,469棟(1.2％)

71,748棟(耐震診断実施棟数)

73,217棟(昭和56年以前の建物)
98.0% =※



平成２２年４月１日現在

※耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　17,940棟（58.0％）

耐震性なし＋未診断

8,383棟（27.1%)

耐震診断済
17,269棟（96.3%)

耐震性あり

22,567棟（72.9%)

昭和57(1982)年以降の建物
　13,010棟（42.0％）

全体棟数
30,950棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
9,557棟(30.9％)

　耐震性がない※建物で
　未改修のもの

　7,712棟(24.9％)

　耐震診断未実施建物
671棟(2.2％)

平成２２（２０１０）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（高等学校） 資料２

17,269棟(耐震診断実施棟数)

17,940棟(昭和56年以前の建物)
96.3% =※



平成２２年４月１日現在

※耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　2,768棟（50.3％）

耐震性なし＋未診断

665棟（12.1%)

耐震診断済
2,701棟（97.6%)

耐震性あり

4,844棟（87.9%)

昭和57(1982)年以降の建物
　2,741棟（49.7％）

全体棟数
5,509棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
2,103棟(38.2％)

　耐震診断未実施建物
67棟(1.2％)

平成２２（２０１０）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（特別支援学校）

　耐震性がない※建物で
　未改修のもの
　598棟(10.9％)

資料２

2,701棟(耐震診断実施棟数)

2,768棟(昭和56年以前の建物)
97.6% =※
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